
活動完了報告 

流尾真衣リサイタルシリーズ"Profilo" 第 2 回 

 「バッハ 若き日々〜2 つの写本から〜」 

 

流尾 真衣 

≪報告および成果≫  

 2023 年 7 月 29 日（土）松本記念音楽迎賓館にて、流尾真衣リサイタルシリーズ"Profilo"

第 2 回「バッハ 若き日々〜2 つの写本から〜」を開催しました。主催者・出演者である

流尾の体調不良により当初の 1 月 21 日から延期しての開催となり、関係各所の皆様に

は多大なご迷惑をおかけすることとなり、申し訳ありません。延期前から公演終了まで

変わらず温かい応援をいただきましたお客様、そして延期にも関わらず助成を許してく

ださいました財団と支援者の皆様には、この場を借りて改めて心より御礼申し上げます。 

 延期によって当初の公演日から半年を経ての開催となり、その間に新型コロナ感染症

は 5 類感染症へと移行しました。しかし、依然として感染者数が多いことを鑑みて、コ

ロナ対策席数として会場が設定している最大 45 席の客席数のまま行いました。今回は

ゲストに歌手をお迎えする関係で、最前列の撤去等も行い、当日は 1 日 2 公演の各回に

35 名前後のお客様にご来場いただきました。また、様々な事情により会場へのご来場が

叶わない方にもお楽しみいただけるよう、当日の演奏を収録した動画を後日アーカイブ

配信し、ご好評をいただくことができました。 

 本シリーズのコンセプトのひとつに「チェンバロという楽器や作曲家・作品をすでに

ご存知の方も、初めての方も楽しめる」というものがあります。チェンバロの主なレパ

ートリーは数世紀前のヨーロッパのものが主ではありますが、時を経て文化も違う国へ

と受け継がれてきた音楽をひもとくその喜びを共有していきたいとの思いから立ち上げ

たシリーズです。 

 バッハという作曲家はただただ天才として捉えられがちですが、幼くして両親を亡

くし、苦学の中にあっても貪欲に様々なことを学び取り、自らの血肉としていった人物

であることが資料などから窺い知ることができます。天賦の才が備わっていたことはも

ちろんですが、こうした人間らしい面を若い頃の作品やバッハが影響を受けた作曲家た

ちの作品と共にご紹介したく、今回のプログラムを構成しました。お聴きくださった皆

様からは「遠い存在だったバッハがより身近になった」「バッハの聴き方がこれからは変

わると思う」など、非常に好評をいただくことができました。本シリーズのコンセプト

を今後もぶれさせずに、自らも楽しみながら探求を続けていきたいです。 

 

≪今後の課題≫  

やむを得ない体調不良であるとはいえ、延期に伴いチラシやチケットの刷り直しに伴

う費用が追加されたこと、また、計画当初には想定不足であったリハーサル会場費等が

発生した。このことについては今回の経験を糧にして、より様々な事態を想定しての公



演企画が必要とされる。 

 また、近年のコンサート会場の閉鎖や一時閉館、利用料の相次ぐ高騰により、コンサート開

催へのハードルはますます上がっている。世の中の変化にあわせて開催方法等の転換が必要と

されていることを今回改めて感じた。今後のシリーズ存続のために、新たな方法を取り入れる

ことも含めて情報を集め、引き続き模索を続けていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


